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日時：令和8年3月4日(水）～ 6日(金）
会場：病院外来診療棟 2階ギャラリー

年頭のご挨拶を申し上げます。

2026年1月（隔月発行）

新年明けましておめでとうございます。
きらめきプロジェクト副プログラム責任者を務めております、
消化管外科の永吉絹子です。
日々の診療・教育・研究に加え、出産・育児、介護、ご自身や
ご家族の健康など、さまざまなライフイベントと向き合いなが
ら働かれている先生方、そして現場を支えてくださっている多
職種の皆様に、心より敬意を表します。
私自身は二児の母であり、きらめきプロジェクトを利用して臨
床復帰を果たしたOGの一人でもあります。復帰に際しては、
「キャリアを続けたい気持ちはあるのに体力や時間が足りな
い」「周囲に迷惑をかけるのではないか」と悩んでおりました
が、その解決の糸口を見出してくれたのが、このきらめきプロ
ジェクトでした。
また本プロジェクトは、単なる臨床復帰の機会にとどまらず、
大学病院という恵まれた環境の中で経験を積み、キャリア継続
に向けた準備を整える場としても、非常に有意義なものでした。
医療の質を高め続けるためには、個々の頑張りだけに依存する
のではなく、「無理なく続けられる仕組み」を皆で整えること
が欠かせません。担当医の交代や勤務調整、学位・専門医取得
の計画、復職のタイミング、保育・介護との両立など、悩みは
人それぞれ異なります。きらめきプロジェクトは、困りごとが
生じてからの対応にとどまらず、キャリアを描き直し、つなぎ
直すための選択肢を広げることを目指して活動しています。
今年も、相談しやすさの向上や情報の見える化、利用しやすい
制度運用を進めてまいります。どうぞ遠慮なく、現場の「こう
だったら助かる」という声をお聞かせください。
本年が皆様にとって健やかで、希望に満ちた一年となりますよ
う、心よりお祈り申し上げます。

令和7年度スタッフ発表会を開催します

きらめきプロジェクトからご案内

多くの皆様のお越しをお待ちしています。



日々頑張っている、きらめきプロジェクト所属のドクターを紹介します

卒後10年目の眼科医です。初期研修修了後、九州大学眼科
に入局し、以後関連病院で勤務してきました。現在は高齢の母
と妹の3人で暮らしています。2025年4月より、きらめきプロ
ジェクトに参加させていただいております。2020年初めに父の
癌が見つかり、約5年にわたる闘病生活を家族で支えてきました。
私は後半、手術件数の多い北九州の病院に勤務していました。
父の体調悪化に伴い北九州と福岡市の実家を往復しながら、入
退院の付き添いや身の回りの世話を行っていましたが、一昨年、
父は突然急逝しました。長期間の闘病と突然の別れにより、家
族皆が心身ともに疲弊し、母も体調を崩し、家事の介助や通院
の付き添いが必要な状態となりました。
私自身、多忙な勤務による疲れと家庭の状況が重なり、当直を
含む常勤勤務を続けながら母の生活のサポートを行うことは難
しいと感じるようになりました。そこで医局の先生方にご相談
したところ、きらめきプロジェクトをご紹介いただきました。
子育て中の先生方が多い印象でしたが、事情を丁寧に聞いてく
ださり、温かく受け入れていただきました。
現在は大学病院で病棟・外来を含め週3日の時短勤務と、週1日
の外勤を行っています。毎日半日勤務とすることで、家庭の状
況に合わせながら無理のない範囲で診療を継続することができ
ています。このような働き方にご理解とご配慮をいただいてい
る医局の先生方、きらめきプロジェクトの先生方に心より感謝
申し上げます。今後も日々の診療に真摯に取り組んでいきたい
と思います。

卒後17年目の内科医です。現在、年少〜小学生まで3人の
育児中です。卒後8年目までは都内の出身大学の医局に所属し、
大学病院および関連病院で臨床経験を積んでおりましたが、
結婚・出産を経て、夫の勤務にあわせて福岡へ転居して参り
ました。出身校の教授より九州大学を紹介して頂き、7年前に
1度目のきらめきプロジェクトへ所属しました。週2回の専門
外来を担当させて頂く中で、診療における日々の疑問などを
臨床研究としてまとめられないかと思うようになり、所属約1
年半後に、大学院へ進学し、臨床研究や学会発表に取り組み
ました。昨年で大学院生として必要な研究期間の目処もつき
ましたため、現在2度目となるきらめきプロジェクトに所属さ
せて頂いております。きらめきプロジェクトのおかげで、育
児中の短時間勤務の身でも、大学でないと経験できないよう
な専門的な医療や研究を継続して行うことができたことに大
変感謝しております。私生活では、以前は乳幼児を抱えて精
一杯の日々でしたが、長子の小学校生活は終わりが見え始め、
末っ子も年少となり、育児が一段階進んだことを感じており
ます。残る所属期間でも専門外来を通して引き続き臨床力を
培いつつ、これまでの経験を生かせるよう今後の働き方につ
いて検討していきたいと思っております。
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